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廃墟が持つ特徴を端的に表現すれば，それは過去において存在していたはずの何かが無くなってい
るということである。例えばひとけが無かったり，或いは，建造物の一部が崩壊して無くなっていた
り，と。すると，この不在という要素が時の移ろいやすさ，惨さ，そして寂蓼感を生み出すことにな
る。そして，感受性の強い詩人や作家はこの欠けた部分を想像力によって補い，独自の廃墟表象を試
みることとなる。このような廃墟を文学作品の中で盛んに表象し，文学的完成度を高めたのがイギリ
スにおいてはロマン主義時代であった。
この時代に廃墟表象が盛んになった理由を大まかにまとめると，ヘンリ8世による1536年の修道
院解散法とその翌年の大修道院解散法によって，イングランド全体で750もの修道院が没収され，そ
の三分の一は作り変えられて他の施設へと再利用されたものの，その他は革の中に埋もれるか，廃墟
となってしまったことが大きい（ウッドワード166）。つまり，実質的に廃墟の数が増えたのである。
さらに，18世紀にヨーロッパ大陸巡遊旅行（GrandTour）の流行により，ローマの廃墟を見てイギ
リスに帰国した人々が増え，自国にも廃墟を愛する風潮が芽生えた。この時代になると，人間に比し
て荒々しく巨大な存在感を持ついわゆる崇高な（sublime）景観　ピクチャレスクと呼ばれる美学的
関心は高まり，その一環として廃墟を表象することが頻繁に行われるようになった。
文学作品においても当然この風潮の影響は見られ，特にロマン派文芸において廃墟は重要なモチー
フの一つとなっている。本論の主眼とするところはメアリ・シェリー（MaryShelley）の作品におけ
る廃墟表象である。メアリの作品がこのテーマから論じられることはあまり無く，廃墟の文学を著し
た代表的な人物として挙げられるのはウイリアム・ワーズワス（WilliamWordsworth）や，バイロン
卿（LordByron，GeorgeGordon），メアリの夫であるハーシー・ピッシュ・シェリー（PercyBysshe
Shelley）等である。しかし，彼らの残した廃墟文学に対して，メアリが残した廃墟の表象の仕方に
は実はかなり特異なところがあり，注目すべき点が多々ある。本論は，一般的に知られる廃墟を措い
た詩作品と比べて，特にメアリの三番目の小説『最後の人間』（7協β上αざ′肋構1826）の廃墟表象がい
かに独自のスタンスを持っているかを明らかにする。
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1．『最後の人間』の絶対的孤独
『最後の人間』の主人公ライオネル・ヴァーニー（LionelVerney）は疫病によって全ての人類が滅
んだと見られる物語の最終章において，イタリアの街を散策し，廃墟と化したイタリアの様子を措い
てみせる。この廃墟の描写は，それまでのロマン派詩人達によって表象されてきた廃墟文学の特徴の
様々な要素を集約している。
Thisvacantcottagerevealednonewsorrow－theworldwasempty；mankindwasdead－Iknew
itwell－Whyquarrelthereforewithanacknowledgedandstaletruth？Yet，aSIsaid，Ihadhopedin
theveryheartofdespair，SOthateverynewimpressionofthehard－Cutrealityonmysoulbrought
withita正eshpang，tellingmetheyetunstudiedlesson，thatneitherchangeofplacenortimecould
bringalleviationtomymisery，butthat，aSInowwas，Imustcontinue，dayafterday，mOnthafler
month，yearafteryear，WhileIlived．Ihardlydaredconjecturewhatspaceoftimethatexpression
implied．Itistrue，Iwasnolongerinthe負rstblushofmanhood；neitherhadIdeclinedfarinthe
Valeofyears一menhaveaccountedminetheprimeoflife：Ihadjustenteredmythirty－SeVenth
year；eVerylimbwasaswellknit，eVeryarticulationastrue，aSWhenIhadactedtheshepherdon
thehillsofCumberland；andwiththeseadvantagesIwastocommencethetrainofsolitarylife．
Suchwerethereflectionsthatusheredinmyslumberonthatnight．（LM，351）
ラヴェンナ（Ravenna）の街の廃墟の只中に仔み，時という不可避的な力による荒廃した様子によっ
てヴァ一二一は過去の自分を回想している。ここに措かれているように，ヴァ一二一は昔カンパーラ
ンドで羊飼いをしており，街並みの廃墟を媒介として，自分自身の時間的変化を否応無しに思わざる
を得ないわけである。
ただ，単に過去を回想する限りにおいては，ウイリアム・ワーズワス（WilliamWordsworth）の
「テインターン修道院の上流数マイルにて詠んだ詩」（‘LinesComposedaFewMilesaboveTintern
Abbey，OnRevisitingtheBanksoftheWyeduringaTour．July13，1798’，1798）も過去へと思考を向ける
ものではあるが，『最後の人間』において重要なのは，過去を思ったときに生じる心情がワーズワス
的な自然による癒しとは全く違う孤独感の極まった悲しみであるということである。このヴァーニー
の心情は，ロマン派詩人の中ではバイロンの作品が一番近いものではないかと考えられる。舞台がイ
タリアであるというのもさることながら，廃墟を目にした人物に起こる心情の変化は強い悲しみなの
である。
ORome！mycountry！cityofthesoul！
Theorphansoftheheartmustturntothee，
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Lonemotherofdeadempires！andcontroul
Intheirshutbreaststheirpettymisery．
Whatareourwoesandsufferance？Comeandsee
Thecypress，heartheowl，andplodyourway
O’erstepsofbrokenthronesandtemples，Ye！
Whoseagoniesareevilsofaday－
Aworldisatourfeetas血・agileasourclay．（CET，IVIXXⅥII）
バイロンの詩では，ローマという巨大な帝国が一個人の目の前に廃墟として横たわり，かつての栄
光を誇った国が物質的には卑小な存在である一人の人間と対応した関係になっている。これは，全て
の人間が死んでしまったと思われる街中を一人で歩く孤独なヴァーニーとよく似た態度であるし，上
の引用部に見られる語彙はことさら悲しみや死といったものを表す言葉ばかりである。
『チャイルド・ハロルドの巡礼』からもう一箇所重要な箇所を引用すると，その後に続く次のスタ
ンザは『最後の人間』との関係性がさらに強い。
TheGoth，theChristian，Time，War，Flood，andFire，
Havedweltupontheseven－hill’dcity’spride；
Shesawhergloriesstarbystarexpire，
Andupthesteepbarbarianmonarchsride，
Wherethecarclimb’dthecapitol；farandwide
Templeandtowerwentdown，nOrlef［asite：－
Chaosofruins！whoshalltracethevoid，
0’erthedim血・agmentSCaStalunarlight，
Andsay，‘herewas，Oris’，Whereallisdoublynight？（CZTIXXX）
目の前に廃墟があることを，そしてまたかつて存在していたということを伝える人間が自分の他に誰
がいるのか。これは，巨大都市ローマの存在と一個人の存在が一つの対応関係を結んでいることを示
している。つまり，詩人がいなければこの廃墟があることを知らせることすらできないわけである。
これは，『最後の人間』にも言えることである。疫病の蔓延によって全ての仲間を失ったヴァ一二一
は目の前の状況を語ってはいるが，それを誰かが聞いてくれるという保障は皆無に近い。
ただし，バイロンの作品は自分以外の誰が目の前の廃墟を見るだろうか，とは語っていても，『最
後の人間』と決定的に違うのは，孤独な廃墟と自分の他になお人々が生きているという現実である。
目の前に誰に顧みられることの無い廃墟があったとしても，それを詩人が公に向かって語りかけると
いうことは，人々に知らしめ，この廃墟を見てもらう機会を窺っていることになるわけである。従っ
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て，『チャイルド・ハロルド』は周囲に廃墟を見てもらう可能性を前提として書かれ，その上での孤
独な廃墟とそこを訪れる詩人の姿があるのだ。それだけに『チャイルド・ハロルド』の主人公はたと
え憂鬱ではあっても，いわゆる他者が無数に存在する世界の中での孤独を措いており，その分ある意
味の救いは残されているわけである。
その点『最後の人間』は完全な孤独である。他者と呼べる存在は文字通り皆無であり，主人公は絶
対的な孤独の中，彼の廃墟描写を誰が読んだり聞いたりするわけでもない。これはバイロンの描いた
孤独な廃墟描写を超え，文字通り完全な「孤独」を描いた世界であり，目の前に広がる世界は誰のも
のでも無い。むしろ，誰も所有権を主張することのできないこの世界において，もはやイタリアのみ
ならず，地球上全ての世界をヴァ一二一は所有することになる，とも言える。ここには，チャイルド・
ハロルドとローマという対応関係以上に，もっと巨大な対応関係，すなわち，全世界とたった一人の
主人公という世界観が表現されている。ハロルドの心象に映るローマの廃墟は，ヴァ一二一にとって
地球の廃墟という極限的絶望，完全な孤独，ぼろぼろに崩れ去った精神状態の心象風景を表したもの
として迫り来るものなのである。廃墟という観点から『最後の人間』を考察すると，この作品はバイ
ロンの作風をさらに孤独というベクトルで徹底的にこれ以上無いほど推し進めたものと言えるのであ
る。
2．メアリの廃墟表象の変遷
『最後の人間』に見られる廃墟表象によってメアリ文学の廃墟の全貌とみなすことはできない。と
いうのも，メアリの作品群全体を見渡した上で考えれば，あの極限的な絶望的廃墟表象は決して最初
からメアリに備わっていた廃墟観と言えるものではないのである。
メアリの初期作品はバイロン的なベクトルを推し進めたものというよりはむしろ，ワーズワスに近
い廃墟観を示していた。1820年に友人の娘向けに書かれた『モーリス』（肋〟γicg，0γ娩ダね磁γもCof
1998）がその端的な例である。
Manyyears濾er，Henrygrewolderandwentabroadtoforeigncountries，＆sawmanybeautifu1
SCeneSOfrocks，andmountains，andtrees，andrivers；yethealwayslovedinhishearthisprettycotL
tageandthoughtitthemostdelightfulplacehehadeverseen．Itwasveryold，aSIhavesaidbefore；
andsometimeafterwhenDameSmithsondiedsomeofthemoss－COVeredthatchfelloffandletthe
Waterintothecottageduringtherainyweather；itwastoooldtoberepaired，andbydegreesitfell
alltopieces，andtheseawasheditawayasitfell，SOthatitquitedisappeared．
WhenHenryreturned血・Omhistravelshefoundhisprettycottagegone，hisgeraniumsdead，
andnowallleftondlichthesweet－Smelling，yellowwallflowerscouldgrow；thisgrievedhimvery
much，yethewaspleasedtofindtheredcliff，thewavingtrees，thefresh－Waterri11，andtherock
upondlichheandhisfatherusedsoof［entosit－remainedjustthesameaswhenhelef［them：
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thoughtheboathadhl1entopiecesinthecove，andthegardenhadrunwi1d．（Maurice，177－78）
主人公であるヘンリ（Henry）はかつてモーリス（Maurice）という名で少年時代を過ごした小屋を
大人になってから訪れるのであるが，この小屋が朽ち果てて海に流されてしまう様子が措かれてい
る。そして，今はもうへンリの目前にかつての小屋は存在せず，草木も朽ち果てている。確かに，目
前の情景が過去への思考を誘発し，かつて存在したものが失われたことに悲しみが引き起こされるの
だが，それでもなお寂れた崖や岩が昔と同じように存在することで，ヘンリの心を喜ばせていること
がここからはよく分かる。
このように自然の情景が人間を力づける作用はワーズワスの作品にもよく見られるものであり，メ
アリはワーズワスの作品をしばしば自身の小説中にも引用していて，愛着を感じていた詩人であった
と考えられる。廃墟という観点から『モーリス』との類似を探るため，以下に「テインターン修道院」
の一部を引用する。
．‥．Thattimeispast，
Andallitsachingjoysarenownomore，
Andallitsdizzyraptures．Notforthis
FaintI，nOrmOurnnOrmurmur；Othergifls
Havefollowed；forsuchloss，Iwouldbelieve，
Abundantrecompense．ForIhavelearned
Tolookonnature，nOtaSinthehour
Ofthoughtlessyouth；buthearingoftentimes
Thestill，Sadmusicofhumanity，
Norharshnorgrating，thoughofamplepower
Tbchastenandsubdue．（TinternAbbey’，83－93）
人は廃墟というものに接することにより，必然的に過去にあったものに思いを馳せざるを得ないので
あり，またそれが廃墟の持つ醍醐味であるとも言えるのであるが，そこから人間の心境がどう変化す
るのかという点が廃墟表象の特徴を論ずる上で重要なことである。すると，初期のメアリ作品では，
失われた小屋から失われた過去へと思考が向かい，二度と戻らぬかつての貧しくても幸せなモーリス
の家庭環境が想起されていた。だが，メランコリックな喪失感は，ワーズワスの上記引用にも見られ
るように，自然が失われた過去を償うことによって余りあるものとなっている。これは『黄後の人間』
に見られる絶対的な孤独感とは大きく異なり，廃墟はメランコリックな心境を誘発しても，決して絶
望的な孤独感を引き起こすものではない。
もちろん，孤独感ということになれば，「テインターン修道院」においても，いわゆる“egotistical
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Sublime”との関連から，ワーズワス自身が孤独感を非常に強く感じていたことが，例えばトマス・
マクファーランド（ThomasMacFarland）によって論じられている（MacFarland，152L53，156－57）。
しかし，それでも自然が詩人の癒し手として大きな存在感を持ち，事実詩人はここで大きな力を得て，
ここから先の新たな生というものを見出している。これはモーリスが新たな人生の門出を踏み出して
いる状況とも通じるものである。『モーリス』における廃墟は，知人の娘向けに書かれたという読者
の問題もあるとはいえ，過去へと思考のベクトルが向けられてもそこに自然の癒しというものが碓実
に存在し，そこから未来への肯定的なベクトルが生まれるのである。
これが，『最後の人間』になると，肯定的な未来を見出すことは非常に難しく，また，絶対的な孤
独状態において，カリー・E・ロック（KariE．Lokke）も述べているように（Lokkel17），人間を癒
すものとしてのワーズワス的な自然はもはや存在しなくなってしまう。
AsIwanderedalongtheplain，atthefootoftheAppennines－throughtheirvallies，andovertheir
bleaksummits，mypathledmethroughacountrywhichhadbeentroddenbyheroes，Visitedand
admiredbythousands・Theyhad，aSatide，reCeded，1eavingmeblankandbareinthemidst．But
Whycomplain？DidInothope？qsoIschooledmyself，eVenaftertheenliveningspirithadreally
desertedme，andthusIwasobligedtocallupallthefortitudeIcouldcommand，andthatwasnot
much，tOpreVentareCurrenCeOfthatchaoticandintolerabledespair，thathadsucceededtothe
miserableshipwreck，thathadconsummatedeveryfear，anddashedtoannihilationeveryjoy．（LM，
353）
ヴァ一二一は孤独の中で自分の絶望状態から必死に逃れようとしているのであるが，自然というもの
が彼を癒すことの限界というものがここには見て取れる。そればかりか，むしろ自然の恐怖というも
のがヴァ一二一の絶望を引き起こしている。引用部にある船の転覆とは，疫病の蔓延が収束した後，
ヴァ一二一と共に最後に生き残った姪のクレアラ（Clara）と義兄のエイドリアン（Adrian）が乗っ
た船が嵐に見舞われて溺死してしまったことを指している。ここで強調されているのは，人を慰め勇
気付けるものとしての自然ではなく，人間の命を奪う無慈悲な自然である。
『最後の人間』において，廃墟となった街に対話を交わす相手は存在せず，自然さえも，もはや孤
独を癒す存在ではなくなり，絶望的状況は極まっている。恐らく，ロマン派と言われる時代の文学に
おいて，廃墟を表象した作品群のうち，『最後の人間』は孤独感と救いの無さという点において頂点
を極めているのではないだろうか。もちろん，終末論的な物語ということになれば，聖書の黙示録か
ら綿々と存在してきた系譜があるのだが，ロマン派文学における廃墟の表象という問題においては，
『最後の人間』が持つ強烈な特徴は注目に値すると言えよう。
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3．絶望的廃墟表象を著すに至る理由
『最後の人間』のような作品を何故メアリは措いたのか，この章では執筆の動機と背景にある廃墟
や終末論的主題について考察してみたい。
廃墟にはなっていない既存の建造物を人為的に廃墟にしてしまう試みは既に絵画の分野で試みら
れていた。ユベール・ロベール（HubertRobert）が1796年にサロンに出品した『廃墟と化したルー
ヴルのグランド・ギャラリー想像図』（侮β研曙光α柁dgαGの2乃dgGαわ元gd〟エ0〝間e紹γ〝乃eS）（図
1）が既存の建造物を廃墟にして措いたのが最初のものであり（ウッドワード230），その後間もなく，
建築家のジョゼフ・マイケル・ガンデイ（JosephMichaelGandy）が，ジョン・ソウン卿（Sir．John
Soane）がイングランド銀行の再建のために措いたデザイン画を元に，廃墟となったイングランド銀
行の絵を1798年に措いている。実際にイングランド銀行が壊されて廃墟となったのは1925年のこと
であるが，その未来を先取りして廃墟にせしめたわけである（ウッドワード238－43）（図2）。F
また，メアリが『最後の人間』を執筆していた時期は，イギリスで終末論的な破滅的文芸が流行
していたとも言える。これまで何人もの研究者によって『最後の人間』の元となったと考えられる
作品がいくつも挙げられており，メアリはその流行に乗った部分も少なからずあるであろう（2）。だ
が，それにもまして，メアリがこの流行を利用しつつも，これもよく指摘されるモデル小説（γ仇椚α調
dc好）（3）の手法を用い，これまで親しかったロマン派詩人のイメージを登場人物に色濃く反映させ，
メアリなりの彼らに対する立場というものを表明していることに注目すべきである。ハーシー・シェ
リーを思わせるエイドリアン（Adrian），バイロンのようにトルコからのギリシア独立戦争のために
戦って死ぬレイモンド（Raymond）等，メアリは自分の周囲にいたロマン派詩人たちをモデルに
しかも当時の書評家が気付いて指摘し得るような形で措いたのである。
すると，ハーシーやバイロンを物語の中に登場させ，彼らの活躍を措き，その上で疫病の蔓延な
どによって彼らを作品の中で殺すということをメアリは行っているのである。しかも，ここには廃墟
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という主題が大きく関係し合っている。『最後の人間』において，疫病が人類を殺致し尽くした挙句，
廃墟となったイタリアを放浪する主人公の姿が措かれるわけであるが，実生活としてこのイタリアの
廃墟を措いた，或いはイタリアの廃墟に触発されて作品を措いていたのは，まさに登場人物のモデル
であるハーシーやバイロン達であったのだ。以下，廃墟を自ら措いていた二人の詩人は，隈後の人
間』の結末における廃墟でどのように取り扱われることになるかを考察する。
ハーシーにとっての廃墟は，子供の頃は一種の怪奇趣味から幽霊を求める場所であった。これは
「理想美によせる賛歌」（‘HymntoIntellectualBeauty，1817）の中に吐露されている。
WhileyetaboyIsoughtforghosts，andsped
Throughmanyalisteningchamber，CaVeandruin，
Andstarlightwood，Withfearfulstepspursuing
Hopesofhightalk壷ththedeparteddead．（‘HymntoIntellectualBeauty，，49－52）（4）
これが，ハーシーの思想的成熟に伴って『縛めを解かれたプロメテウス』において，滅ぶべき権力者
を象徴するものとして措かれるようになる。
Thrones，altars，judgement－SeatS，andprisons；Wherein，
Andbesidewhich，bywretchedmenwereborne
Sceptres，tiaras，SWOrds，andchains，andtomes
Ofreasonedwrong，glozedonbyignorance，
Werelikethosemonstrousandbarbaricshapes，
Theghostsofano－mOre－rememberedfame，
Which，丘omtheirunwornobelisks，lookforth
Intriumpho’erthepalacesandtombs
Ofthosewhoweretheirconquerors：mOulderinground，
Theseimagedtotheprideofkingsandpriests
Adarkyetmightyfaith，apOWeraSwide
Asistheworlditwasted，andarenow
Butanastonishment；（PU，III，iv，164－76）
少年時，興味本位に廃墟の中に捜し求めていた幽霊は，今や不正な権力者を滅ぶべきものとして形容
するために，積極的に用いられているのがここから分かる。また，ここで崩れ去っている廃墟からも，
騎り高ぶる特権階級を批判し，崩壊すべきとの強い主張が読み取れる。
ところが，『最後の人間』においては特権階級であろうとなかろうと，主人公以外の全ての人類が
『最後の人間』におけるメタ廃墟：ロマン主義時代における廃墟表象の一発展形（市川）　　269
滅亡し，ハーシーのようにイタリアの廃墟を目の前にして特権階級への社会批判精神を作品に込めた
人物さえも含め，全てに対する喪失感が強烈に吐露されているである。つまり，『最後の人間』にお
ける廃墟は，特定の権力にLがみっている人間だけを批判するものとして機能しているのではなく，
その権力を批判する者までも含めた全ての人類が失われていくことを表すのである。
ハーシーだけではなく，バイロンも象徴的な死を迎える。バイロンの似姿であるレイモンドは，ト
ルコから独立しようとするギリシアの味方をして戦いに出るのであるが，ここでレイモンドは命を落
とすことになる。レイモンドの死に方にも廃墟という主題が大きく絡められた形で灰めかされる。以
下は，ヴァーニーが戦いで瓦礫の山となった街の中，レイモンドを探しに行く場面である。
Iscrambledon，untilIcametoastreet，Whosewoodenhouses，halfburnt，hadbeencooledby
therain，andwerefortunatelyuninjuredbythegunpowder．UpthisIhurried－untilnowIhad
notseenavestigeofman．YetnoneofthedefacedhumanformswhichIdistinguished，COuldbe
RaymOnd；SOIturnedmyeyesaway，Whilemyheartsickenedwithinme．Icametoanopenspace
－amOuntainofruininthemidst，annOunCedthatsomelargemosquehadoccupiedthespace－
andhere，SCatteredabout，Isawvariousarticlesofluxuryandwealth，Singed，destroyed－but
ShewingwIlattheyhadbeenintheirr・uin－jewels，Stringsofpearls，embroideredrobes，richfurs，
glitteringtapestries，andorientalornamentS，Seemedtohavebeencollectedhereinapiledestined
fordestruction；buttherainhadstoppedthehavocmidway．（LM，158－59）
戦争によって荒廃したこの街のどこかにレイモンドは下敷きになっている。廃墟を見て，その廃墟に
思いを馳せていた人物は，今や廃墟の中で死を迎えなければならないのである。
このように，メアリは廃墟を措いた人物をモデル小説の形で廃墟というモチーフを使いながらその
死を措いて見せている。廃墟を措いていた当のロマン主義詩人達を連想させるような登場人物を配
し，その彼ら自身を死なせ，主人公は絶対的な孤独状態で廃墟を見つめ，措かなければならないので
ある。先人の詩人達は廃墟から過去へと思いを馳せていたわけであるが，『最後の人間』の主人公は
さらにずっと先の時間から，詩人達の生きていた過去へ廃墟を通して思いを馳せる。これはメタ廃墟
である。廃墟を措いていた詩人達が死に，さらに廃墟ができあがる。こうして，それまでのロマン派
文芸における廃墟表象自体さえもが廃墟にされてしまうのである。
また，『最後の人間』は，ロマン派第二世代の詩人達が死んでしまった状況における，作者にとっ
ての絶望的な廃墟表象のあり方の一端を示すものであり，廃墟を措いた詩人達が亡くなった状況で，
さらに孤独さの増した文学者がどう廃墟を措き得るかという問題を提示しているとも言える。
メアリはロマン派詩人達が去った時代の廃墟表象を措いたのだが，そこには個人的体験も絡んでい
る。1822年7月8日にハーシーが亡くなってからというもの，メアリの日記は孤独に苛まれ，しば
しば自殺願望さえ明らかにしている。さらに1824年4月19日のバイロンの死が加わり，いよいよメ
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アリの絶望的孤独感は極まる。次に引用するのは1824年5月14日のメアリの日記である。
WhatdoIdohere？WhyamIdoomedtoliveonseelngallexpirebeforeme？GodgrantImaydie
young－Anewraceisspringingaboutme－AttheageoftwentysixIamintheconditionofanaged
person－allmyoldfriendsaregone－Ihavenowishtoformnew－Iclingtothefewremaining－
buttheyslideaway＆myheartfails雨1enIthinkbyhowfewtiesIholdtotheworld－Albe，dearest
Albe，WaSknitbylongassociationsTEachdayIrepeatwithbittererfeelings〟Lifeisthedesart
andthesolitude－howpopulousthegrave・”andthatreglOntOthedearerandbestbelovedbeings
Whichithastornfromme，nOWaddsthatresplendentSpirit，Whosedepartureleavesthedullearth
darkasmidnight．Uournals，II：478－79）
自分の実年齢に比して，ムま－るで年老いた老人である＿かのよう－な記述は，最初に引用－した『最後の人
間』に見られるヴァ一二一の特徴とよく似ている。自分の親しかった人物達が全て亡くなっていく様
子と，友のいない世界にたった一人で生きなければならないメアリの感極まった様子はここから十分
伝わって余りあるものと思われるが，何もこのような記述はこの日の日記に限ったことではない。こ
の前後もやはり同じような調子で，切々と失われていく親しいものの命への悲しみ，嘆き，自分が生
き残っていることの辛さが毎日のように綴られているのである。
このような個人的な絶望的心境の持続が，廃墟表象というロマン派文芸の一つの特色と混ざり合
い，さらに19世紀前半の終末論的物語の流行と合致して『最後の人間』は生まれた。しかも，それ
までのロマン派詩人が廃墟を通して描いたことを全て疫病によって破壊し，その上で廃墟を措くとい
う究極の廃墟文学，メタ廃墟文学をメアリは成し遂げたのである。これは，ロマン主義第二世代を看
取ったメアリだからこそできた技ではないだろうか。
結論
『最後の人間』には確かにモデル小説的側面があり，ハーシーやバイロンの姿を作品内に読み取る
ことができる。そして，廃墟を描いた詩人達を作品に登場させることにより，その詩人に先立たれた
主人公が見つめる廃墟というものを描き出している。ここには，廃墟が持つ時間的変遷の象徴という
ものが関係している。古代ローマや中世への思いを偲ばせる廃墟は，今や親しい仲間たちを偲ぶもの
として機能することとなり，非常に個人的なものでありながらも，人類全体を巻き込んだ最悪のハン
デミックを措くことにより，世界規模にまで膨らんだ個人的悲しみを措いているのである。すると，
個人的思いの膨張という観点から見れば，なるほど『最後の人間』という作品はロマン主義的かもし
れない。しかし，葬り去られたのは他ならぬロマン主義詩人であり，メアリはロマン主義詩人不在の
時代に残された，或いはもうロマン主義が残されてはいないかもしれないという絶望的孤独を，メタ
な廃墟表象という新たな表現方法を編み出すことによって表現し得たのである。
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『最後の人間』をモデル小説として私的な領域に留めて置けば，メアリと周辺詩人との交流や彼ら
に対する複雑な心境を表すものとして捉えることができる。しかし，それ以上に，『最後の人間』は
ロマン派文芸の一つの特徴である廃墟表象に独自の視点を打ち出していると言えよう。これは廃墟を
措いた詩人，時代さえも葬られた，さらなる廃墟なのである。ここまで完全孤独な廃墟はこの時代類
を見ないものであり，『最後の人間』の作品的価値として強調し過ぎることはない。
注（1）これら二枚の図版は既にパブリック・ドメインを得ているものであり，ウイキペデイアに掲載されている
ものをここに転載している。なお，図2のイングランド銀行の廃墟図は1830年バージョンのものである。
以下，URLを記しておく。図1：ThteimaginairedelaGrandeGalerieduLouvreenruines，parHubertRobert．
Mus芭eduLouⅥ’e，PariS・＜http＝／／en・wi1dpedia・Org／wi1d／Image：Louvre－peinture－francaise－plO20324．jpg＞
図2＝CutaWayperSpeCtivedrawingoftheBankofEnglandasaruinbyJosephGandy．JohnSoaneMuseum，
London・＜http‥／／en・Wikipedia．org／wiki／Image：Joseph＿gandyJ）ank＿ruinsjpg＞
（2）例として，テクストの編者ジェイン・ブランハーグ（JaneBlumberg）が挙げているのは，F・Ⅹ・クザ
ン・ドゥ・グランヴェイユ（EX．CousindeGrainveille）の作品の匿名の人物による翻訳77teLastMan：。r
OmegarusandSyderia（1806），バイロンの‘Darkness’，トマス・キャンベル（ThomasCampbell）の‘The
IJaStMan’トマス・フツド（ThomasHood）のバラッドnleI．astMan’（TmimsandOddities1826所収）。また，
メアリの『最後の人間』が発表された1826年の『ブラックウッズ・エジンバラ・マガジン』（風血液肌肋拍
Edinbu7ghMqgazine）3月号には匿名の筆者xpによる短編物語‘TheIJaStMan’が掲載されている。
（3）1826年3月の『パノラミック・ミセラニー』（励肌肌肌わ朋前面短のに掲載された『最後の人間』の書評
は既にこの作品がモデル小説であることを見抜いている。
（4）ハーシー・シェリーの作品はメアリの編集によるものを用い，テクストはmgCo鍋がβねPog椚ざ〆Peγの
恥heShellq．NY：ModernLibrary，1994．に基づく。詩行の引用は括弧内に行数のみ記すが，それ以外はテク
ストの頁数のみ記す。
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